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１．概要（Summary） 

脳は感覚器官を介した外界からの入力がなくても自発

的に活動する。この活動はシナプスノイズによって引き起

こされる可能性があるという報告がなされている[1]。一方

で、はっきりとしたことはわかっていない。本研究ではマイ

クロパターニング技術を用いて、単一神経細胞の自発活

動パターンとシナプス数の関連を調べることで自発活動

の起源の解明にアプローチする。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

環境維持・制御装置 

【実験方法】 

細胞接着性マイクロパターン上で単一神経細胞を 13

日間培養し、自発的な活動の計測を行った。 

また、免疫染色し、形成したシナプスの数のカウントを

試みる。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

13 日間培養した神経細胞の位相差像を Fig. 1 に示す。

(スケールバー:20 μm) 

単一神経細胞の自発活動パターンを Fig. 2 に示す。 

現状単一神経細胞レベルでシナプスの数をカウントす

るに至っていない。 

 

Fig. 1 Phase contrast image of single neuron (day 

13 of culture). 

 

 
Fig. 2 Raster plot showing spontaneous activity 

timing. 
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